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資料№5
江田島市公共交通協議会
令和３年３月１８日

市内公共交通事業者の各種取組について

１ 概要

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し，公共交通利用者が減少する中で，市内

の公共交通事業者が行った利用促進を図るための取組を紹介します。

２ 公共交通事業者の取組

⑴ 江田島バス(株)の取組

○江田島２４時間パスの販売

江田島バス(株)では、昨年１１月から江田島バスの全路線が２４時間乗り放題にな

るデジタルチケット「江田島２４時間パス」（MOBIRY）の販売を開始しています。

インターネットでチケットが購入でき，乗務員にスマートフォンのチケットを見せ

るだけで乗り降りできます。（大人：８００円 小児：４００円）

○観光コースの掲載

江田島バス(株)のホームページでは，「江田島２４時間パス」を利用した観光コー

スを掲載しており，バスの利用促進と需要喚起を図っています。

⑵ 瀬戸内シーライン(株)及び上村汽船(株)の取組

○船内への Wi-Fi 導入

瀬戸内シーライン(株)は，航路の利用促進を図るため，令和３年２月から市内４航路

の船内で広島フリーWi-Fi の運用を開始しています。
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○キャッシュレス対応型券売機の導入

瀬戸内シーライン(株)と上村汽船(株)が関係する市内外の桟橋（三高桟橋・高田桟

橋・中町桟橋・小用桟橋・切串西沖桟橋・広島港・呉港）に新型コロナウイルス感染症

対策として，キャッシュレス対応型券売機の導入を予定しています。

従来の券売機は現金のみの対応でしたが，導入予定の券売機は，全国相互利用に対応

する交通系 IC カード（Suica・ICOCA など１０種類），クレジットカード及び電子マネ

ーが使用できるため，利便性の向上につながります。

３ 海上タクシーと乗り放題タクシーの実証実験について

○概要

この事業は，広島県が推進する「ひろしまサンドボックス」の「海の共創基盤～せと

うちマリンプロムナード～」であり，(株)ピージーシステム，scheme verge(株)，電脳

交通(株)などの民間事業者と連携した取組となっています。

○実証実験の内容

宮島と江田島を結ぶ海上タクシーと江田島市内のタクシー（陸上）を組み合わせ，携

帯のアプリ上で，事前のチケット受け取りやキャッシュレス決済を行うことで，せとう

ちの新しい移動のあり方を検証するものとなっています。

・場所：宮島～江田島～江田島市内

・実施日：令和３年２月６～７日，１２～１４日（計５日間）

・参加者：事前登録を行った３グループ


